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あらまし　ニ ュ
ース映像中の人物の発言シーン は マ ル チメデ ィ ア情報を豊富に含み ，資料価値が高い ．発言シーン の

抽 出には顔領域 の 位置や大 きさを利用す るアプロ
ー

チが考 えられる．しか し，ナレ
ーシ ョ ン シー

ン の よ うに被写体 と

話者が
一

致 し てい ない シー
ン も存在するため，それだけ で は 発言 シー

ン を必ずし も抽出で きない ．そ こ で我々 は，発

生す る音とそれ に伴う口唇動作から得られる複数 の 音声特徴 と画像特徴 の 相 関を利用 して 被写体 と話者 の
一

致 ・不一

致を識別する手法を提案 し て き た．しか しな が ら ， 理想的な環 境 で 撮影 した 映像 に 対す る 評価 の みで ，実際 に 放送 さ

れ る ニ ュ
ース 映像に対する評価に と どま っ て い た．本稿で は，理想的な環境で撮影し た映像を用い た実験とその結果，

お よび実際に放送ざれたニ ュ
ース 映像を用 い た実験 とそ の 結果 に つ い て 報告す る．こ れ ら 2 つ の 実験か ら， 提案手法

の 有効1生および有用性を確認 した ．
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Abstract　Speech　scenes 　in　news 　videos 　contain 　a　wealth 　of 　multimedia 　information
，
　and 　are 　valuable 　as 　archived

materiaL 　In　order 　to　extract 　speech 　scenes 　from　news 　videos ，　there　is　an 　approach 　that　u8es 　the　position 　and 　size

of 　a 　face　 region ．　 However ，　it　is　dif丘cult 　to　extract 　them 　wlth 　 only 　the 　 approach
，
　 since 　news 　videos 　contain 　scenes

where 　the 　speakers 　are 　nQt 　the　subjects 　such 　as 主n 　narration 　scenes ．　To　solve 　this　proble皿 ，　we 　have　been　proposing

amethod 　to　detect　the　inconsisteney　between 　face　and 　speaker 　focusing　on 　tlle　co −occurrence 　of 　the　lip　Inotion 　and

the 　speech ．　However
，
　the　evaluatiolls 　for　the　proposed 　method 　were 　performed 　in　an 　idea互condit 量on 　without 　much

no 圭se ．　 In　this　paper ，
　we 　report 　the　investigation　on 　the 　performance 　of 　the 　proposed 　method 　not 　only 　with 　videos

captured 　in　ideal　conditions 　but　also 　with 　actual 　broadcasted　news 　videos ，　 Their　results 　showed 　the　effectiveness

and 　the　usefulness 　of 　our 　method ．

Key 　words 　speech 　scene 　extraction ，　auditory −visual 　integration
，
　news 　video

，
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1 ． は じ め に

　近年，大量 に ア
ー

カ イ ブ さ れ た 映像の 再 利用 や 効率的な 閲覧

を支 援 す る技 術 が必 要 とさ れ て い る．さ ま ざ まな 映 像 の 中 で

もニ ュ
ー

ス 映像は 実世界の 出来事に 密接 に 関連 して お り，資料

素 材 と して の 価 値 が高 い ，ニ ュ
ー

ス 映像に お い て は特に 人物 に

関する情報が重要で あり，人物名か らの 顔画像検索 に 関する研

究 ［1］や 登 場人物 の 人間 関係に 注 目した研究 ［2，
3］な ど多 くの 研

究が な され て い る，そ の 巾 で も我 々 は，イ ン タ ビ ュ
ーや 記 者会

見，選挙演説な ど，番組関係者以外の 人物の 発言シ
ー

ン に 注囗

して い る．こ の よ うな シ
ー

ン は，話者の 表情や 態度，声の トー

ン な ど，テ キス トで は わ か りに くい マ ル チ メ デ ィ ア 情報を豊 富

に含み，発言 集 や要約 映像 の 生成な どの 支援 に役 立つ ［3，4］．ま

た，その 抽出に 関して は，映像検索ワ
ー

クシ ョッ プ TRECVID

の タス ク ［5］と して 取 り hげ られ るな ど需 要は 高 い．そ こ で 本

研 究で は，ニ ュ
ー

ス 映像か ら 発言 シ
ー

ン を 抽出す る手 法に 注 目

す る．

　発言 シ
ー

ン では，図 1（a）の よ うに人物の 顔領域が中央付近に

大き く映 る こ とが多 い た め．抽出の 際に は顔領域の 位置や人 き

さを利用 するア プロ ーチ が考え られ る．しか し，顔領±或が中央

付近 に 大 き く映 る 映像 の 中に は ．図 1（b）の ナ レ
ー

シ ョ ン シ
ー

ン の よ うに 被 写 体 と話者 が
一

致 して い な い シ ーン も存在 す る．

こ の シ
ー

ン で は，被写体の 発 した音声は流れて おらず，アナウ

ン サ な どの 番組関係者の 音声が流れ て い る．よ っ て，発言 シ
ー

ン の み を抽 出す る た め に は，ま ず顔領域の 位 置や 大 き さ の 情報

を 用 い て 候 補 シ ーン を抽 出 し，そ こ か ら被写 体 と話 者 が
一

致 し

て い ない シ
ー

ン を 除去する必要が ある．これ を解決する ため に，

本研究で は，口唇 動作 と音 声の共起性 に 基づ き被写 体 と話 者 の

一
致

・
不
一

致を識別す る こ と で 発言シ
ー

ン を抽出する こ とを 考

え る．

　堀井 らは，映像中の 話者検出の ため の 手法を提案して い る ［6］．

しか し，映像中に必ず話者が存在す る状況 を想 定 してお り，被

写 体 と話 者 の
一

致
・
不
一

致を 識別す る こ とは 困難で あ る．ま

た．こ れ まで に も 口 唇動 作 と音声 の 共 起 性 に着 目 した発 謡シ
ー

ン の 抽 出 手法 ［7］は提 案 され て い る が，そ れ ぞれ 単
一

の 口 唇動

作特徴 と音 声特 徴 のみ を 用 い てお り，識 別 精度 が不 十分 で あ っ

た．そ こ で 我々 は，発生 す る音 とそれ に 伴 う口唇動作か ら得 ら

れ る複数 の 音声特徴 と画 像特微 の 相 関を利用 し，被写体 と話 者

の
一

致 ・不一
致 を識 別 す る 手 法 を提 案 し た ［8］．し か し な が ら，

理 想的な環境で 撮影 し た 映像に 対する 評 価に と どま り，実際の

ニ ュ
ース映 像 に対 す る有 用 性 に 関す る評価 が不十分で あ っ た．

　そ こ で 本稿 で は ，こ れまで提案 して きた被写体 と話者 の
一

致 ・不
一

致 識 別手 法 を理 想 的 な環境 で 撮影 した 映像お よ び 実際

の ニ ュ
ース 映像 に 適用 し，有効 性 お よび有 用 性 を評 価 した結果

に つ い て 報告する．以降 2 節で は 提案手法に つ い て述べ る．3

節では，提案手 法の有 効 性 お よび有 用 性 を評 価 す るた めの 実験

に つ い て 述べ ，考察する．最後 に 4 節で ま と め る．

2． 提 案 手 法

　（a ！被 写体 と話 者 が一致 す る シーン

・t．VVtw ・　　　　　　　　　　　　　　　、　　　4粥Wt ザ罷　．　　、　．　tt　．．．一．石5．Pπ囁．汚冊 ．一

〔b ）被写体 と話者が 一
致 しな い シ

ー
ン

学習段 階

図 1　ニ ュ
ー

ス映像の 例

識別 段 階

フ ェ イ ス シ ョ ッ ト フ ェ イ ス シ ョ ッ ト

提 案手 法は，図 2 に示す よ うに，学 習 と識別の 2 つ の 段階か

離

p m
畢

畢

p m
畢

識別器構築
一

致 ・不
一

致識別

畢 畢

識別 器 識別 結果
．

図 2　提案手法にお け る処理 の流れ

らな る．学 習 段 階 で は，ま ず学 習用 の フ ェ イ ス シ ョ ッ ト （顔 領

域を含 む映像 とそれに 対応す る音声区闇）から特徴抽出し，特

徴 ベ ク トルを 作 成 す る．次 に，全 ての 学 習用 フ ェ イ ス シ ョ ッ ト

か ら抽出され た特徴ベ ク トル を学習 し，識別器を構築する ．　 ・

方，識別 段 階 で は，発 言 シ ーン 候 補 で あ る フ ェ イ ス シ ョ ッ トか

ら学 習段 階 と同様 に 特 徴ベ ク トル を 作成 し，構築 し た識別器を

用 い て被写 体 と話者の
一
致 ・不

一
致の 識別 を 行 う．以 降，特 徴

抽出L 識別器構築，一
致

・
不
一
致識別の 順 に 説明す る．

　2．1 特 徴 抽 出

　特徴抽出の 流れ を 図 3 に 示 す．提案手法 で は まず，口 唇動作

特 徴 Vi （n ）（i＝1，．．．，4）と音声特徴 aj （n ）（ゴ＝1
，
．．，，26）を

フ ェ イス シ ョ ッ ト中の n （n ＝1，＿ ，N ）フ レ
ー

ム 目 とそれ に

対 応 す る 音 声 区間 か ら抽 出す る ．次に ，抽出 し た 口 唇動作特徴

と音声特徴の 相関 をT 各組み 合わせ に 対 し て 算 出 し，そ れ を も

とに識別器の 入力 とな る特徴ベ ク トル を作成する．以降 各処

理 に つ い て 詳述する．

一76一

N 工工
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／鰯 一 ・ ・郵 ／
n − 1フ レーム 　 n フレ ーム 　 n ＋ 1フレ ーム 　n ＋ 2 フ レ

ーム

畢 畢 嫡
　

　

　

一
像画 陶口し ，

話 者 の 音 声特徴

〔
声 の 大きさ

音素の 違い 〕 蜘
難 　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　難

蒙臂融鐸特徴 と音声特徴 の 相関を算出

　　　　　　　 鬱

　　　　　　特徴ベ ク トル

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 ．　　　　　　　 ・　　　 時亥ljt

　 tn− l　　　　 tn　　　　　 tn
＋ 且　　　　 tn

＋ 2

　　　　　　　
L−一一一

．
一一…S

n フ レ
ー

ム 目の 画像 に対応す る音声 の 分析 区 間

図 5　音声 の 分 析 区間

図 3　特徴抽 出の 流れ

顧翻 謹 蠶 鹽
（a ）　「あ」　　 （b）　「い」　　 （c ）　「う」　　 （d＞　「え」　　 （e ）　「お」

図 4　母音発声時の 凵 唇領域

　 2．1．1　 口唇 動作特徴の 抽 出

　発声する音 と密接に 関連する 「1唇動作特徴 とし て，口 の 形状

と口 の 開 閉 の 程度に 注 目す る．具 体 的 に は，口 の 形 状 は 口 唇 領

域の 縦横比 で，口 の 開 閉 の 程度は 口唇 領域の 面 積で 表現 す る．

こ れ らの 特徴は，図 4 に示す 母音発声時の 口 唇領域の 様子か ら

わかる よ うに，音素 ご とに 異な る．例 えば 「あ」 は 「い 」 よ り

も口 の 形 状 が縦艮に な り，冂 を 大き く開い て い る．ま た，視覚

情報 を も とに 発話 内容の 認識 を 行 う読 唇 ［9］に も利 用 され て お

り，発声 す る 音 声 か ら得 られ る 音声 特徴 との 相関が 高い と 考え

られ る．

　以 ヒか ら，口 唇動作特徴を次の よ うに定義す る．

　 ・ 　口 の 形状 ：口 唇領域 の 縦横比 v1 （n ＞お よ びそ の 前後 フ

レーム 聞 の 変化 量 v2 （n ）

　 ● 　口 の 開 閉の 程度 ；口唇 領域の 面積 v3 （n ）お よびその 前後

フ レーム間の 変化量 v4 （n ）

なお，口 唇領域の 抽出手法は こ れ まで に も数多く提案 され て い

る．例えば，Active　Appearance 　Model ［10］に よ り高精度な 抽

出が 可能で あ る と報 告 され てお り，本 研 究 で も こ れ らが 適用 可

能で あ る と考 え られ る．

　2．1 ，2　音声特徴の 抽出

　発 声時 の 口 の 動 き と密接 に 関連 す る 音 声特 徴 と して，声 の 大

き さを表 す特 徴 と音 素 の 違 い を表 す特 徴 に注 目す る．具 体 的に

は，声の 大きさ は音声信号の 平均パ ワ
ー

で ，音素の 違い は メル

周 波数 ケ プス トラム係 数 （MFCC ） で表現 す る．音声 信 号 の平

均パ ワ
ーは，発話の 有無を 調べ る 際に 有効で ある た め 発話検

出 ［6］な どに用 い られ る特 徴 で あ り，口 唇動 作 の 有 無 を表 す 画

像 特徴 と の 相関が 高い と考 え られ る ．一
方，MFCC は．音声

の スペ ク トル の うち，音 素 の違 い に対 応 す るス ペ ク トル包 絡 構

造を表す代表的な特徴で あり，音声認識な ど音声処理 の 分野で

広 く利用 され る ［11］．音素の 違い は 目 唇 や声道の 形状の 違い に

よ り生み 出され るた め，音素の 違い を表す ス ペ ク トル 包絡か ら

得 られ る 特徴 は 画像特徴 との 相関が 高い と考え られ る．

　 以上 か ら，音 声 特徴 を 次 の よ うに定 義す る，

　 。　声の 大 きさ ：音声信号の 平均パ ワ
ー

a 上（n ＞お よ びそ の 前

後 フ レーム 間の 変化 量 α 2 ＠）

　 ・ 　音素の 違い ：MFCC （12 次） α j（n ）（ゴ；3，，．，，14）お

よび その 前後 フ レーム闇 の 変 化 量 αゴ（n ）（ゴ＝ 15
，
．．．

，
26）

な お，映像 の フ レ
ー

ム レ
ー

ト と音声の サ ン プ リン グ レートは
一

般 に異な る ため，図 5 に示す よ うに，各 フ レーム 問の 音声信号

を用 い て音声特徴を抽出す る．

　2．1．3　冂 唇 動作特徴 と音声特徴の 相関の 算出

　N フ レーム の 映 像 か ら抽 出され た 特徴 を時 系列 順 に並 べ ，次

の よ うな 口 唇動作特微ベ クトル 物 （i ＝1
，
，．，

，
4） と音声特徴

ベ ク トル aj （ゴ； 1，，．．，26） を 作成 す る．

Vi ＝（Vi （1）ド．，v 、（N ））
T

α 戸 （・ゴ（1），
，．

，
・

、（N ））
T

（1）

（2）

次に ，Vi と α
フ

の 各組み 合わせ に対 し，次式で正 規 化相互相 関

Ci，，」を算 出す る．

c
馬 フ　

＝

AF

Σ （Vi （n ）一司＠ ω 一
勾

rt＝1

（3）

こ こ で 砺 1 崙Σ能IVt （n ），可 ＝寿Σ能1 砺 （n ）で あ る．こ

れ に よ り得 られ た Ci、， を 用 い て，次 の よ うな 104 （＝4x26 ）

次元 の 特徴ベ ク トル c を作成す る．

・ 一（・、。 ，
C1 ，、 ，

．．
，
C4 ，26 ）

T
（4）

上式 で 計算さ れ る c を，顔領域を含 む N フ レーム の 映像 を 表

現する特微ベ ク トル と して 利用する ．

　2，2　識別 器構築

　被写 体 と 話者 が一致 す る フ ェ イ ス シ ョ ッ ト と
一

致 し な い フ ェ

イ ス シ ョ ッ トか ら作成 した 特 徴 ベ ク トル を も とに サ ポートベ ク

ターマ シ ン （SVM ） を構築 す る．

　2．3　一
致 ・不一

致識別

　 入力 さ れ た フ ェ イ ス シ ョッ トか ら特徴ベ ク トル を作成 し，学
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入 力 映像

識 別 結果
一

致 　 　
一

致 　 　不
一

致 　 　
一

致

表 2 撮 影映 像 か ら作 成 した デー
タセ ッ ト （被写体／話者）

セ ッ ト 12345

被写体西話者
A ／AB

／BC

／CD

／DE

／EF

／FG
／GH

／H1
／IJ

／」

被写体 ≠ 話者
A ／BBIAc ／DD

／CE
／FF

／EG
／HH

／G1

／JJ

／1

図 6 実 験 概 要

表 1 提案手法 と比 較手法で 用い る口 唇動作特徴 と音声 特徴

100

提案手法

比 較 手法

口 唇動作特徴

口 唇領域の 縦横比 口唇領域の 面積
　 　 　 　 　 　 　 …

　　（Vl ，V2 ）　 1
　　　　　　　　　（v．1，v4 ＞

音声特徴

平均パ ワ
ー

　MFCC

（alla2 ）　（al
〜a26 ）

「ノr 
×

95　 t’

90

O．
O

晃

…

肝

磨

8
　

　

8
　

　

7

（

承）
讐「
面

繕

00 0

×

習段階で 構築し た SVM に よ り被写体 と話者 の
一

致 ・不一
致を

識 別す る．こ れ に よ り，発 言 シ
ー

ン の 抽 出 を行 う．

3． 評 価 実 験

　提案手法の 有効性お よび有用性を以 下 の 2 つ の 実験に よ り調

査 した．まず，理想的な環境で 撮影 した映像を用い て ，提案手

法 の 有 効 性 を調 べ た．次 に ，実 際 の ニ ュ
ー

ス 映像 を 用 い て，提

案 手法の 有用性 を 調べ た．そ れ ぞれ の 実 験で は，図 6 に 示す よ

うに，入 力 映像 か ら
一

定 の長 さの 区間 を抽 出 し，そ れ ぞれ の 区

問に 対 し提案手法を適用 した．な お，本実験で は，入力映像中

で 区 闔 同士 の 部 分 的 な重 な りを許 した場 合 に得 られ る全 て の

区間を利用 し た，評価基 準 と して は，次式 に 示 す識別 率 を利用

し た．

　 　 　 　 　 正識 別 区 間数
　識 別 率 ＝
　 　 　 　 　 　 総 区間数

以 降，そ れぞ れ の 実 験 につ い て 順 に述 べ る．

　3．1　実験 1 ：撮影映像へ の適用

（5）

　提案 手法で 利用す る冂 唇 動作 特 徴 と音 声 特徴，お よび それ ら

の 統合方法の 有効性を評価す るた めの 実験 とその 結果に つ い て

述 べ，考 察 を加 え る．

　3，1．1 実 験 方 法

　人物 A 〜人物 Jの 10名 にそ れぞれ異 な るニ ュ
ース記 事 （2，000

文字程度）を 朗読 し て も らい ，そ の 様子を 撮影す る こ とで 合

計 3，481 秒の フ ェ イ ス シ ョッ ト （1，440x810 　pixel）を収集 した．

なお，識別精度へ の 影響を排除す る た め，撮影は 騒音の な い 静

かな室 内で 行 っ た．また，口 唇領 域は テ ン プレートマ ッ チ ン グ

な どに よ り自動抽出 した後，人手 で修正 し た．

　収集 した 映像 か ら表 2 に 示す よ うな 5 つ の データセ ッ トを作

成 し，5−fold　Cross　Validationに よ り識別 精度を 評 価 した ．そ

の 際，学 習 と識別 に 用 い る入 力 区間 の 長 さ を 0．5 秒 （N ＝15）

か ら 10秒 （N ＝300）まで 0．5 秒ずつ 変化さ せ た と きの 識別

率の変化を 調べ た．

　評 価に際 して，従来乎法 ［71に基づ く比較手法との 比較を行 っ

た．提案手法 と比 較手法の 違 い は，表 1 に 示 す よ うに 識別 に 利

用 す る特 徴 の み であ る．比 較 手法 は，口唇動 作 特微 と して 口唇

領域の 縦横比 （Vl ，
v？），音声特徴 と して 音声信 号の 平均 パ ワ

ー

70　　≠

65　・・…

O　　　　　　 　i　　 ．
「
．・．・．−L−← 岬 一Lfi −一一申 一垂一州 一

　 〇 12345678910

　　　　　　　入 力 区間の長さ（秒）

図 7 撮影映像に 対す る
一

致 ・不一
致 の 識別 率

（α 1，a2 ）の みを 用い る手法で あ る．

　3．1．2　　実 験 糸吉果

　人 丿」区 間 の 長 さの 変 化 に 対 す る 識 別 率 の 比較 を 図 7 に 示 す，

入力 区 間 の 長 さ に よ らず，比 較手法よ り提案手法の 方が 高い 識

別率 が得 られ た．こ れ に よ り．提案 手法の 有効 性 を確認 した．

ま た，両 手法 とも入力区 間 の 長さ が長くなるに つ れ て識別率が

向 トし た．両手法 と も識 別 率が 最高 とな っ たの は入 力 区間 の 長

さが 10 秒 の 時で，提案手 法では 99．1％，比 較手法では 95，1％の

識別率が得 られた．

　 3．1．3　考 　　 察

　複数の 口 唇 動作特徴 と音声特徴の 統合利用 の 有効性 と入力 区

間 の 長 さ と識 別 率 の 関係 に つ い て 考察を 述 べ る．

　複数の 口唇動作特徴と音声特徴の 統合利用の 有効性 ：比較手

法よ り提案手法の 方が全体を通 して 高い 識別精度が得 られ た．

比 較T一法 と提 案 手法の 違 い は，口 唇領 域 の 面積お よび MFCC

を 利用 す るか ど うか だけで あ る．口 唇領 域 の 縦 横 比 では 口 の 形

状は 表現で き る が，口 の 開閉の 程度は 表現で き ない．また，音

声 の 平 均 パ ワ
ーで は声 の 大 きさ は表 現 で き るが，音素 の 違い は

表現で きない 。口 唇領域 の 縦横比および平均パ ワ
ー

に 加え，口

唇 領 域 の 面 積お よ び MFCC を統合 利用す る こ とで，口 唇 動作

と音声の 共起 を捉え や す くな り，識別率が 向上 した と考え られ

る．以 上 の こ とか ら，提案 手 法 で利 用 す る 口 唇動 作特 徴 と音 声

特徴，お よび その 統合方法の 有効性を確認 した，

　 入 力区 間 の長 さ と識別率の 関係 ：提案手 法 と比較手 法 の 両 手

法に おい て ，入力区間 の 長 さ が長 くな る ほ ど識別率が 向 Lし た．

こ れ は，映像が長 い ほ ど多 くの 情報 を 利用 で きる ため で あ る と

考 え られ，人間の 感覚と も一致 し て い る ．なお，ニ ュ
ー

ス 映像
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表 3 ニ ュ
ー

ス 映 像 中 の フ ェ イ ス シ ョ ッ トの 撮影環境と種類の 内訳

記者会見 イ ン タ ビ ュ
ー

選挙演説

屋 内

屋 外

60 47 03

表 4 ニ ュ
ース 映像に 対す る

一
致
・
不
一・

致 の識 別率

識別 率 （％）

被写 体 磊話 者

533

被写体≠ 話者

997

平均

765

へ の 適用 を考 えた場合，3〜5秒程 度の短い 映像 に対 して も高 い

精度で識別で き る こ と が望ま しい．そ こ で，入 力区 間 の 長 さ が

0．5 秒〜5 秒 の 場 合 の 識 別 率 に注 目す る と，比 較 手 法 よ り提案

手法の 方が 7％〜10％高 く，短い 映像 に対 して も高精度に 識別

で き た．この こ とか らも提案 手 法の 有効性を 確認 した．

　 3．2 実験 2 ：ニ ュ
ー

ス 映像へ の適用

　 ニ ュ
ー

ス 映像 に対 す る提案 手法 の 有 用性 を 評価 す る ため の 実

験 とそ の 結果 に つ い て 述べ ，考察を 加え る．

　 3．2．1 実 験 方 法

　実際に放送され た ニ ュ
ー

ス 映像 （NHK ニ ュ
ー

ス 7）にお け る

被 写 体 と話者 の
一
致 す る フ ェ イス シ ョ ッ ト （1，440× 810pixel）

を 20 本 用 意 した．各 映 像 は 長 さ が 8 秒 〜12 秒 あ り，表 3 に

示すよ うに 複数の 異なる撮影環境 と種類を含む，また．抽出し

た 20本 そ れ ぞれ の 音 声 を，別 の シー
ン に お け る アナ ウン サ の

音声に 置き 換 え る こ と で ，被写 体 と 話者の 致 し な い フ ェ イ ス

シ ョッ トを 20 本作成 した．な お，識 別精 度へ の 影 響 を排 除 す る

ため，口唇領域は人手で 切 り出した．こ れ らの フ ェ イ ス シ ョ ッ

トに対 して 表 2 の データセ ッ ト全 て を用い て 構築 した識別器 に

よ り被写 体 と話者の
一

致 ・不一
致の 識別を行 っ た．なお，学習

と識別に 用い る 入力区間の 長 さは ，実験 1 の 結果お よ び 実際の

ニ ュ
ース 映像に お け る フ ェ イ ス シ ョ ッ トの 長 さ を考慮 し，5 秒

（N ＝150） と した．

　 3 ．2．2 実 験 結 果

　 提案 手 法 をニ ュ
ー

ス 映 像 中 の フ ェ イ ス シ ョ ッ トへ 適 用 した結

果 を 表 4 に 示 す．被写 体 と 話者が一
致 して い る フ ェ イ ス シ ョ ッ

トに対 して は 53．3％，一
致 して い な い フ ェ イ ス シ ョ ッ トに対 し

て は 99．7％，平 均で 76．5％ の 識別率が得られ た．

　 3．2．3　考　　 察

　 識 別 失敗 の 原 因，口 唇 領域 の 抽 出精 度 と識 別 精度 の 関係，提

案手法の 有用性に つ い て 考察を 述べ る．

　識別 失敗の 原 因 ：被写 体 と話者が
一

致 してい る映像を不
一
致

と誤識別 した 映像 の 中に は．大 きな 騒音 が含 まれ る 映像 が多

か っ た．こ の よ うな 映像 か らは 話者 の 声だ けで な く周 囲 の騒 音

か らも音声 特 徴 を抽 出 して しま うため，口 唇 動作 との 共起 性 を

的確に捉え る こ とが 難 しくな る，これ に対す る改善策 と して は，

ノイ ズ 除去や音源分離な どに よ り話者の 音声の みか ら音声特徴

を抽出す る こ とが 考え られ る．ま た，音声 ノイ ズに ロ バ ス トな

特徴を 利用 する 方法や 音声ノ イ ズ を含む 映像を学習 サ ン プル と

して 利用す る方法な ども有効で あ る と考え られ る．

口唇 領域の 抽出精度と識別精度の関係 ：本実験では 口唇領域を

手動で 抽出したが，発言 シ
ー

ン抽 出の 自動 化 を行 うた め に は 自

動 で 抽出す る 必要が あ る．しか し，ニ ュ
ー

ス 映像中の 発言シ
ー

ン にお い ては，カ メラ の フ ラ ッ シ ュ や 屋外にお け る影な ど照明

条件が 変動 しやすく，口唇領域の 高精度な抽出は難 し い ．口 唇

動作領域を 正確 に抽 出 で きなけ れ ば，音声 波 形 との 共起 性 を上

手 く捉え る こ とが 難 し くな る．そ の た め ，高精度 な 口唇 領域の

抽 出 と ともに，抽 出 精度 の 影 響 を受 けに くい 口 唇 動作特徴の 利

用や 抽出誤差を含む 学習サ ンプ ル を用い た識別器の 構築などに

よ る対応 が 必要 で あ る．

提案手法の 有用 性 ：提案手法を 例 え ば 発言 集の 生成に 適用 す る

際に は，抽出 した 発言 シ
ー

ン の 中に非発言 シ
ー

ン が含 まれ る こ

とは 望ま し くない ．その ため，特 に，非発言 シーン を不
一
致 と

正 し く識別す る こ とが重要で あ る．こ の 点，提案手法 で は．被

写 体 と話 者 が
一

致 してい る映 像 に 対 す る識 別 精度 に は改 善 の 余

地 が あ る もの の，被写 体 と話 者 が一致 して い な い 映像 に 対 して

は 99．7％ と非 常に高い 精度で識 別 で きた．こ の こ とか ら，提 案

手法の 有用性を 確認 した．

4． む 　す　び

　本稿 で は，こ れ ま で提 案 して きた 被写 体 と話 者 の
一一
致 ・不一

致識別手法を，理想的な環境で 撮影 し た映像を用い た 実験 に 加

え て ，ニ ュ
ー

ス 映像 を用 い た実 験 に よ り評 価 した結 果 に つ い て

報告 し た ．理 想的な 環 境で 撮影 し た 映像を 用 い た 実験の 結果，

被 写体 と話 者の
一
致

・
不
一
致を 最大 で 99．1％の 精度で 識別で き

た こ とか ら．提案手法の 有効性を確認 した．また，ニ ュ
ー

ス 映

像 を用 い た実 験 の結 果，被 写体 と話者 の 致 して い な い 映像 に

対 して 99 ．7％の 識別率が得 られ た こ とか ら，提案手 法の 有 用 性

を確 認 した．今後 の 課題 は，ノイ ズ 除去 や音 源分 離 な どに よる

話者の 音声の み か らの特徴 抽出， 高精度な 口唇領 域 の 抽出等を

検討して い く．また，ニ ュ
ー

ス 映像 か ら発言 シ
ー

ン を 抽出する

た め，ニ ュ
ー

ス 番組の 構造や クロ
ー

ズ ドキ ャ プシ ョ ン の 利用 も

検 討 して い く．
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